
様式第４号（第５条関係） 

環 境 報 告 書 

令和６年 １０月報告 

ふ り が な かわくぼけんせつかぶしきがいしゃ 認定 

ランク 
★★★ 

事業所名 川窪建設株式会社 

概  要 

所 在 地 松本市桐三丁目１番１４号 

代 表 者 名 代表取締役 川窪 勇起男 

事業規模 

（主な事業内容 

・従業員数） 

総合建設業（建築、土木、大工、とび・土工、屋根、管、舗装、 

防水、水道施設、解体） 

従業員 8 名 

担 当 者 所属 総務課 氏名 佐藤 

連 絡 先 電話 0263-34-1010 FAX 0263-33-7049 

 

○ 環境に配慮した取組みの内容 

環境に対する理念・方針 

基本理念 

川窪建設株式会社は建設業を通して地域社会、すなわち地球環境への責任を

理解し、学習し、貢献することの大切さを真摯に受け止めます。社員一人一

人が環境問題を意識し、環境負荷の軽減に努めます。 

環境に関する取組目標 

１． 二酸化炭素排出量の削減。 

２． 産業廃棄物の再使用・再生利用。 

３． 水資源の削減。 

４． 環境に配慮した材料の使用推進。 

５． 環境に配慮した施工の取組、提案。 

６． 化学物質の適正管理。 

環境関連法規制等を遵守し、全従業員に周知すると共に協力会社にも協力を

呼びかけます。 

EA21 を通じて環境経営の継続的改善を進めて SDGｓの目標に貢献します。 

 

具体的な取組内容 別紙「A 環境活動内容」を参照願います。 

実施結果（成果） 別紙「B 環境活動結果と目標」を参照願います。 

課題・問題点と 

その改善に向けた取組み 

《評価と見直し》 

昨年度の目標にしていた「全体的に（会社+全ての現場）二酸化炭素の排出



量の 削減を目指します。」を達成できました。現場での電気・灯油・軽油の

削減ができたおかげで、目標以上の成果につながりました。 

現場での作業に支障なく、その上削減できることは大変評価できる点です。 

引き続き使用量の削減努力を習慣化し、モチベーションアップにつながれば

と考えます。 

協力会社の方々の意識向上と努力に感謝し、引き続きご協力して頂くことを

希望します。 

《次年度に向けて》 

今期に引き続き二酸化炭素排出量の削減を目標に、“自主的に考え、活動で

きる”を目標に努力して頂きたい。 

環境活動においては暖房・冷房の設定温度とクールビズ・ウォームビズとマ

ニフェスト管理は 10年以上の活動で既に身に付いていると感じますので、新

たに下記 2点を追加します。 

・退社 30分前にはエアコンを OFFにする。 

・夏は窓を開けて風を通し、温度を下げてからエアコンをつける。 

環境管理責任者 川窪 勇起男 

その他、 

アピールポイント等 

別紙「C 環境活動の様子」を参照願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


